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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】令和3年3月4日(2021.3.4)

【公表番号】特表2020-515419(P2020-515419A)
【公表日】令和2年5月28日(2020.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2020-021
【出願番号】特願2019-543843(P2019-543843)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｂ  27/04     (2006.01)
   Ｂ２３Ｂ  27/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｂ   27/04     　　　　
   Ｂ２３Ｂ   27/16     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月21日(2021.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する前方方向および後方方向（ＤF、ＤR）を画定するインサート長手軸（Ａ）を有
し、かつ、前記インサート長手軸（Ａ）を含むインサート軸方向平面（Ｐ）をさらに有す
る、交換式の切削インサート（２２）であって、
　対向するインサート内側側面（２８）およびインサート外側側面（３０）ならびにそれ
らの間に延在するインサート周囲面（３２）であって、前記インサート周囲面（３２）が
、対向するインサート前端面（３４）およびインサート後端面（３６）、ならびに前記イ
ンサート前端面（３４）と前記インサート後端面（３６）とを接続する対向するインサー
ト上面（３８）およびインサート下面（４０）を含む、インサート内側側面（２８）およ
びインサート外側側面（３０）ならびにインサート周囲面（３２）と、
　前記インサート前端面（３４）と前記インサート上面（３８）の交差部に形成された主
切刃（４８）を含む切削部分（４２）と、
　前記切削部分（４２）に接続された取付け部分（４４）と、を備え、
　前記取付け部分（４４）が、
　前記インサート外側側面（３０）の末端であり前記インサート後端面（３６）および前
記インサート下面（４０）のそれぞれに沿って延在しかつ前記主切刃（４８）から離れる
前記切削インサート（２２）の後方方向（ＤR）において鋭角のインサートくさび角（θ
）で互いに収束する、離間された２つの周囲当接リッジ（５８、６０）を含む、切削イン
サート（２２）。
【請求項２】
　各周囲当接リッジ（５８、６０）が、前記インサート外側側面（３０）よりも前記イン
サート内側側面（２８）に接近して配置される、請求項１に記載の切削インサート（２２
）。
【請求項３】
　前記インサート軸方向平面（Ｐ）が、前記インサート内側側面（２８）と前記インサー
ト外側側面（３０）との間を通り、かつ、前記主切刃（４８）も通過し、
　各周囲当接リッジ（５８、６０）が、前記インサート軸方向平面に平行なリッジ平面（



(2) JP 2020-515419 A5 2021.3.4

ＰR）内に位置し、かつ、一定のリッジ距離（Ｄ）だけそこから離間される、請求項１ま
たは２に記載の切削インサート（２２）。
【請求項４】
　各周囲当接リッジ（５８、６０）の長手方向範囲に垂直でありかつそこを通る平面にお
いて取られた断面において、前記周囲当接リッジ（５８、６０）に接する仮想接線（Ｌ）
が、前記インサート内側側面（２８）とともに鋭角の内的なリッジ角（α）を形成する、
請求項１から３のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項５】
　前記仮想接線（Ｌ）が、前記インサート周囲面（３２）上の他の点と交わらない、請求
項４に記載の切削インサート（２２）。
【請求項６】
　各周囲当接リッジ（５８、６０）が、前記インサート内側側面（２８）から前記インサ
ート外側側面（３０）への方向において凹面状に湾曲される、請求項１から５のいずれか
一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項７】
　各周囲当接リッジ（５８、６０）が、リッジ半径（Ｒ）を有する仮想円筒によって画定
され、
　前記リッジ半径（Ｒ）が、０．２５ｍｍ≦Ｒ≦０．７５ｍｍの範囲内である、請求項６
に記載の切削インサート（２２）。
【請求項８】
　各周囲当接リッジ（５８、６０）が、外側逃げ面（６４）により前記インサート外側側
面（３０）から離間され、
　前記外側逃げ面（６４）が、平面状であり、かつ、前記インサート外側側面（３０）か
ら前記インサート内側側面（２８）に向かう方向において外向きに傾斜する、
請求項１から７のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項９】
　前記外側逃げ面（６４）が、前記インサート内側側面（２８）とともに鋭角の内的な外
側逃げ角（β）を形成し、前記外側逃げ角（β）が、６０°≦β≦６５°の範囲内である
、請求項８に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１０】
　各周囲当接リッジ（５８、６０）が、内側逃げ面（６６）により前記インサート内側側
面（２８）から離間され、
　前記内側逃げ面（６６）が平面状である、請求項１から９のいずれか一項に記載の切削
インサート（２２）。
【請求項１１】
　各周囲当接リッジ（５８、６０）が、前記インサート内側側面（２８）まで延在する、
請求項１から１０のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１２】
　前記インサート内側側面（２８）が、前記インサート長手軸（Ａ）沿いの中途で前記イ
ンサート上面（３８）と前記インサート下面（４０）との間に延在しかつ前記インサート
長手軸（Ａ）に対して横断方向に配向された内側横断面（４６）を含み、前記内側横断面
（４６）が、前記切削部分（４２）と前記取付け部分（４４）とを区切る、請求項１から
１１のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１３】
　前記取付け部分（４４）が、貫通孔軸（Ｔ）に沿って前記インサート内側側面（２８）
および前記インサート外側側面（３０）を通過するインサート貫通孔（５２）を含む、請
求項１から１２のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１４】
　前記切削インサート（２２）の上面図において、
　前記取付け部分（４４）が、前記インサート軸方向平面（Ｐ）に垂直な方向に測定され
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る取付け部分幅（ＷM）を有し、
　前記切削部分（４２）が、前記インサート軸方向平面（Ｐ）に垂直な方向に測定される
切削部分幅（ＷC）を有し、
　前記切削部分幅（ＷC）が、前記取付け部分幅（ＷM）未満である、請求項１から１３の
いずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１５】
　前記切削インサート（２２）の上面図において、
　前記取付け部分（４４）が、前記インサート長手軸（Ａ）に沿って測定される取付け部
分長さ（ＬM）を有し、
　前記切削部分（４２）が、前記インサート長手軸（Ａ）に沿って測定される切削部分長
さ（ＬC）を有し、
　前記切削部分長さ（ＬC）が、前記取付け部分長さ（ＬM）を上回る、請求項１から１４
のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１６】
　前記取付け部分（４４）における前記インサート内側側面（２８）が、そこから突出し
ている離間された３つのインサート突出部（５４）を含み、各インサート突出部（５４）
が、内側当接面（５６）を含み、前記内側当接面（５６）が、互いに共平面である、請求
項１から１５のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１７】
　前記切削部分（４２）における前記インサート内側側面（２８）および前記インサート
外側側面（３０）が、前記切削インサート（２２）の正面図において湾曲している、請求
項１から１６のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項１８】
　前記インサート上面（３８）の前方部分（３８ａ）が、前記前方方向（ＤF）において
前記インサート長手軸（Ａ）に向かって傾斜し、
　前記主切刃（４８）が、前記切削部分（４２）の高さ方向（ＨC）において前記切削イ
ンサート（２２）の中途部分に配置される、請求項１から１７のいずれか一項に記載の切
削インサート（２２）。
【請求項１９】
　前記取付け部分（４４）には、前記インサート前端面（３４）および前記インサート上
面（３８）上の当接面が全くない、請求項１から１８のいずれか一項に記載の切削インサ
ート（２２）。
【請求項２０】
　前記切削インサート（２２）が、前記インサート外側側面（３０）の末端でありかつ前
記取付け部分（４４）において前記切削インサート（２２）の前記インサート周囲面（３
２）の全体に沿って周囲方向に連続的に延在する取付け部分周囲リッジ（６２）を備え、
　前記２つの周囲当接リッジ（５８、６０）が、前記取付け部分周囲リッジ（６２）上に
形成される、請求項１から１９のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）。
【請求項２１】
　ホルダ長手軸（Ｂ）を有するインサート・ホルダ（２４）と、
　固定部材（８８）により前記インサート・ホルダ（２４）に取外し可能に取り付けられ
る、請求項１から２０のいずれか一項に記載の切削インサート（２２）と、を組み合わせ
て備える、切削工具（２０）。
【請求項２２】
　前記取付け部分（４４）における前記インサート内側側面（２８）が、そこから突出し
ている離間された３つのインサート突出部（５４）を含み、各インサート突出部（５４）
が、内側当接面（５６）を含み、
　前記２つの周囲当接リッジ（５８、６０）が、前記インサート後端面（３６）上に配置
された後部周囲当接リッジ（５８）、および、前記インサート下面（４０）上に配置され
た下部周囲当接リッジ（６０）を含み、
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　前記インサート・ホルダ（２４）が、
　　ホルダ前方端面（７０）、およびその円周方向境界を形成するホルダ周囲面（７２）
と、
　　前記ホルダ周囲面（７２）に凹設されたインサート・ポケット（２６）と、
を備え、前記インサート・ポケット（２６）が、
　前記ホルダ前方端面（７０）に開いているポケット開口部（７４）と、
　ポケット基部面（７６）、および前記ポケット基部面（７６）に実質的に垂直に配向さ
れたポケット周壁面（７８）であって、前記ポケット基部面（７６）が、ポケット側部当
接面（８０）を含み、前記ポケット周壁面（７８）が、ポケット後部当接面（８４）およ
びポケット下部当接面（８６）を含み、前記ポケット後部当接面（８４）および前記ポケ
ット下部当接面（８６）が、前記ホルダ周囲面（７２）から前記ポケット基部面（８６）
に向かう方向において外向きに傾斜し、かつ、前記ポケット開口部（７４）から離れる方
向において鋭角のポケットくさび角（μ）で互いに向かって収束する、ポケット基部面（
７６）およびポケット周壁面（７８）と、を備え、
　前記切削工具（２０）の組立位置では、
　前記ポケット下部当接面（８６）が、前記下部周囲当接リッジ（６０）に当接し、前記
ポケット後部当接面（８４）が、前記後部周囲当接リッジ（５８）に当接し、前記ポケッ
ト側部当接面（８０）が、前記インサート内側側面（２８）に当接する、請求項２１に記
載の切削工具（２０）。
【請求項２３】
　前記ポケット下部当接面（８６）および前記ポケット後部当接面（８４）が、前記ホル
ダ周囲面（７２）よりも前記ポケット基部面（７６）に接近している、請求項２２に記載
の切削工具（２０）。
【請求項２４】
　前記取付け部分（４４）が、貫通孔軸（Ｔ）に沿って前記インサート内側側面（２８）
および前記インサート外側側面（３０）を通過するインサート貫通孔（５２）を含み、
　前記ポケット基部面（７６）が、ねじ付きポケット孔（８２）を含み、
　前記固定部材（８８）が、前記インサート貫通孔（５２）内に配置されて前記ねじ付き
ポケット孔（８２）と螺合される留めねじである、請求項２２または２３に記載の切削工
具（２０）。
【請求項２５】
　前記インサート上面（３８）が、前記ポケット周壁面（７８）から離間される、請求項
２２から２４のいずれか一項に記載の切削工具（２０）。
【請求項２６】
　前記インサートくさび角（θ）が、前記鋭角のポケットくさび角（μ）を上回る、請求
項２２から２５のいずれか一項に記載の切削工具（２０）。
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